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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性の外容器に設けられた逆止弁付の吸気孔から該外容器と内容器との間に空気が入
り込み、この空気が柔軟性の内容器を押圧することによって内容器に収容した液体の酸化
を防止するように構成された二重容器の口部に装着する二重容器用液漏れ防止キャップに
おいて、
該液漏れ防止キャップは、二重容器の口部内に嵌入して該口部を密封する有頂筒状の密封
栓を設け、該密封栓の頂部に液体を注出する注出筒部を備えた内蓋体と、該内蓋体の上面
に着脱自在に被着すると共に、注出筒部の開口部を封止する封止部を備えた上蓋体とを有
し、
密封栓の内側に、密封栓の開口した底部を開閉自在に密封する開閉弁体を設けると共に、
該開閉弁体を密封栓の底部方向に付勢する弾性部材を開閉弁体の上面に配置して開閉弁体
を上下動自在に配設し、
開閉弁体は、密封栓の頂部下面に突設された支持腕部に上下スライド自在に懸吊される支
持軸と、該支持軸を中心として周囲に延長される円板状の逆止弁と、該逆止弁と密封栓の
頂部下面との間に配設され該逆止弁を密封栓の底部方向に付勢する弾性部材とで構成され
、弾性部材は、逆止弁の中央上部から上方に向けて螺旋状に延長される板状を成し、該弾
性部材が支持軸の周囲に複数枚配置され、
液体注出時に二重容器から液体を押し出す圧力で開閉弁体が押圧されて密封栓の底部が開
口することで液体が密封栓を通過して注出筒部から注出され、
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液体注出後、弾性部材の弾性力にて開閉弁体が押圧されて密封栓の内部から下方に移動し
て底部を密封する開閉弁体で注出筒部内の液体を引き戻すように構成したことを特徴とす
る二重容器用液漏れ防止キャップ。
【請求項２】
　前記密封栓は、有頂筒状の頂部から前記二重容器の口部内に嵌合する嵌合壁部と、該嵌
合壁部の内側に間隔を開けて周設された通過壁部とが形成され、
該通過壁部の内側に位置する密封栓の頂部に前記注出筒部を形成すると共に、通過壁部の
内側に前記開閉弁体を上下動自在に配設し、通過壁部の開口した底部内周面に沿って密封
リングを突設し、
該密封リングに前記開閉弁体の周囲縁が当接すると通過壁部の底部が密封され、
密封リングから前記開閉弁体が離れると前記開閉弁体の周囲から前記注出筒部に液体が通
過するように構成された請求項１記載の二重容器用液漏れ防止キャップ。
【請求項３】
　前記密封栓は、前記通過壁部の内周面に複数条の通過溝部が縦向きに凹設され、該通過
溝部を通して液体が前記密封栓を通過するように構成された請求項２記載の二重容器用液
漏れ防止キャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば醤油やソースなどの酸化を防止する二重容器の口部に装着し、容器か
ら液体を押し出した後、施蓋する際に注出口からの液漏れや液はねを防止する二重容器用
液漏れ防止キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、目薬等を無菌状態で保存する二層構造の容器として、デラミ容器が知られている
。このデラミ容器は、外層と内袋の二層構造になっており、外層に設けた通気口から外層
と内袋の間に空気が入り込み、この空気が内袋を押すことによって内容液が滴下される構
造を成している。
【０００３】
　このデラミ容器の二層構造を利用したスクイズタイプの吐出容器が特許文献１に記載さ
れている。この吐出容器は、外層と内層の間に外気を導入させる一方向弁を設け、スクイ
ズタイプの吐出容器を低コストで提供しようとするものである。
【０００４】
　ところが、特許文献１に記載の吐出容器では、内容器の内容物を注出した後、逆止弁が
作動すると、注出口内に残存した内容物が内容器に戻されず、注出口から液漏れしてしま
うおそれがあった。
【０００５】
　そこで、このような二層構造の容器の液漏れを防止する吐出容器が特許文献２に記載さ
れている。この吐出容器は、収納した液体の酸化を防止する構造の二重容器で、吐出キャ
ップの中栓部材に、吐出口から内容器に連通する連通孔を形成し、この連通孔内に弁体部
を配設することで、吐出口からの液漏れを防止するように構成したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２３１２８０号公報
【特許文献２】特開２０１２－１９２９７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、特許文献２に記載の吐出容器は、吐出キャップの中栓部材に、吐出口から内
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容器に連通する連通孔を形成し、この連通孔内に、連通孔を開閉する弁体部を配設する構
造を採用しているので、キャップの構造が極めて複雑になっている。
【０００８】
　しかも、この吐出容器で使用可能な二重容器の構成は、吐出キャップに形成した連通孔
と二重容器に形成した連通孔との位置が合致する二重容器に限定されるので、任意の位置
に弁を設けた二重容器を利用することは不可能であった。
【０００９】
　そこで、本発明は上述の課題を解消すべく創出されたもので、構成がシンプルで、特定
の二重容器に限定されずに使用でき、押し出し後の液漏れを防止することができる二重容
器用液漏れ防止キャップの提供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の課題を解決すべく本発明の第１の手段は、可撓性の外容器Ｐ１に設けられた逆止
弁付の吸気孔から該外容器Ｐ１と内容器Ｐ２との間に空気が入り込み、この空気が柔軟性
の内容器Ｐ２を押圧することによって内容器Ｐ２に収容した液体の酸化を防止するように
構成された二重容器Ｐの口部Ｐ３に装着する二重容器用液漏れ防止キャップにおいて、
該液漏れ防止キャップは、二重容器Ｐの口部Ｐ３内に嵌入して該口部Ｐ３を密封する有頂
筒状の密封栓１１を設け、該密封栓１１の頂部に液体を注出する注出筒部１２を備えた内
蓋体１０と、該内蓋体１０の上面に着脱自在に被着すると共に、注出筒部１２の開口部を
封止する封止部２１を備えた上蓋体２０とを有し、
密封栓１１の内側に、密封栓１１の開口した底部を開閉自在に密封する開閉弁体３０を設
けると共に、該開閉弁体３０を密封栓１１の底部方向に付勢する弾性部材３１を開閉弁体
３０の上面に配置して開閉弁体３０を上下動自在に配設し、
開閉弁体３０は、密封栓１１の頂部下面に突設された支持腕部１５に上下スライド自在に
懸吊される支持軸３３と、該支持軸３３を中心として周囲に延長される円板状の逆止弁３
２と、該逆止弁３２と密封栓１１の頂部下面との間に配設され該逆止弁３２を密封栓１１
の底部方向に付勢する弾性部材３１とで構成され、
弾性部材３１は、逆止弁３２の中央上部から上方に向けて螺旋状に延長される板状を成し
、該弾性部材３１が支持軸３３の周囲に複数枚配置され、
液体注出時に二重容器Ｐから液体を押し出す圧力で開閉弁体３０が押圧されて密封栓１１
の底部が開口することで液体が密封栓１１を通過して注出筒部１２から注出され、
液体注出後、弾性部材３１の弾性力にて開閉弁体３０が押圧されて密封栓１１の内部から
下方に移動して底部を密封する開閉弁体３０で注出筒部１２内の液体を引き戻すように構
成したことにある。
【００１１】
　第２の手段において、前記密封栓１１は、有頂筒状の頂部から前記二重容器Ｐの口部Ｐ
３内に嵌合する嵌合壁部１１Ａと、該嵌合壁部１１Ａの内側に間隔を開けて周設された通
過壁部１１Ｂとが形成され、
該通過壁部１１Ｂの内側に位置する密封栓１１の頂部に前記注出筒部１２を形成すると共
に、通過壁部１１Ｂの内側に前記開閉弁体３０を上下動自在に配設し、
通過壁部１１Ｂの開口した底部内周面に沿って密封リング１３を突設し、該密封リング１
３に前記開閉弁体３０の周囲縁が当接すると通過壁部１１Ｂの底部が密封され、密封リン
グ１３から前記開閉弁体３０が離れると前記開閉弁体３０の周囲から前記注出筒部１２に
液体が通過するように構成されたものである。
【００１２】
　第３の手段の前記密封栓１１は、前記通過壁部１１Ｂの内周面に複数条の通過溝部１４
が縦向きに凹設され、該通過溝部１４を通して液体が前記密封栓１１を通過するように構
成されている。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明の請求項１のごとく、液体注出時に二重容器Ｐから液体を押し出す圧力で開閉弁
体３０が押圧されて密封栓１１の底部が開口することで液体が密封栓１１を通過して注出
筒部１２から注出され、液体注出後、弾性部材３１の弾性力にて開閉弁体３０が押圧され
て密封栓１１の内部から下方に移動して底部を密封する開閉弁体３０で注出筒部１２内の
液体を引き戻すように構成したことにより、押し出し後の液漏れを確実に防止することが
できる。しかも、構成がシンプルで、特定の二重容器に限定されずに使用することが可能
になった。
　また、開閉弁体３０は、密封栓１１の頂部下面に突設された支持腕部１５に上下スライ
ド自在に懸吊される支持軸３３と、該支持軸３３を中心として周囲に延長される円板状の
逆止弁３２と、該逆止弁３２と密封栓１１の頂部下面との間に配設され該逆止弁３２を密
封栓１１の底部方向に付勢する弾性部材３１とで構成されているので、開閉弁体３０の構
成がシンプルになり、しかも、二重容器Ｐを押した分だけ開閉弁体３０が移動するので、
液体の流量を微調整することができる。
　更に、弾性部材３１は、逆止弁３２の中央上部から上方に向けて螺旋状に延長される板
状を成し、該弾性部材３１が支持軸３３の周囲に複数枚配置されたことで、各弾性部材３
１が逆止弁３２を均一に押圧することができる。
【００１６】
　請求項２のごとく、密封リング１３に開閉弁体３０の周囲縁が当接すると通過壁部１１
Ｂの底部が密封され、密封リング１３から開閉弁体３０が離れると開閉弁体３０の周囲か
ら注出筒部１２に液体が通過するように構成することで、構成がシンプルでも押し出し後
の液漏れを防止することができる。
【００１７】
　請求項３のように、密封栓１１は、前記通過壁部１１Ｂの内周面に複数条の通過溝部１
４が縦向きに凹設され、該通過溝部１４を通して液体が前記密封栓１１を通過するように
構成したことで、密封栓１１を通過する液体の流量が通過溝部１４によって規制される。
この結果、液体が急に出過ぎることがなくなり、安定した注出ができる。
【００２０】
　このように、本発明によると、構成がシンプルで、特定の二重容器に限定されずに使用
でき、押し出し後の液漏れを防止することができるなどといった産業上、有益な種々の効
果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例を示しキャップ体を閉じた状態の断面図である。
【図２】本発明の開閉弁体の一実施例を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施例を示しキャップ体を開いた状態の断面図である。
【図４】本発明から液体を押し出す状態を示す断面図である。
【図５】（イ）、（ロ）は、本発明の開閉弁体の動きを示す要部拡大断面図である。
【図６】本発明から開閉弁体を除去した内蓋体の内部を示す斜視図である。
【図７】本発明の一実施例を示しキャップ体を開いた状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。本発明液漏れ防止キャップは、醤油やオリーブ
オイル、化粧品など、主に粘度の低い液体の酸化を防止しながら収納するように構成され
た二重容器Ｐの口部Ｐ３に装着するものである。
【００２３】
　この二重容器Ｐは、可撓性の外容器Ｐ１と柔軟性を有する内容器Ｐ２とで構成されたデ
ラミ容器の二層構造を利用したスクイズタイプの二重容器である。すなわち、可撓性の外
容器Ｐ１に設けられた逆止弁付の吸気孔から外容器Ｐ１と内容器Ｐ２との間に空気が入り
込み、この空気が柔軟性の内容器Ｐ２を押圧することによって内容器Ｐ２に収容した液体
の酸化を防止するように構成されたものである。
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【００２４】
　本発明液漏れ防止キャップは、内蓋体１０と上蓋体２０と開閉弁体３０とを備えている
（図１参照）。内蓋体１０は、二重容器Ｐの口部Ｐ３内に嵌入して該口部Ｐ３を密封する
部材で、有頂筒状を成す密封栓１１と、この密封栓１１の頂部に設けた注出筒部１２とを
備えている。そして、密封栓１１から注出筒部１２を通して液体を注出するように構成し
ている（図３参照）。
【００２５】
　図示の密封栓１１は、有頂筒状の頂部から円筒状の嵌合壁部１１Ａと通過壁部１１Ｂと
を形成している（図３参照）。嵌合壁部１１Ａは、二重容器Ｐの口部Ｐ３内に嵌合して口
部Ｐ３を密封する。図示例では、この嵌合壁部１１Ａと口部Ｐ３のネジ部に外嵌する嵌合
部１６とを一体に形成した内蓋体１０を示しているが、これら嵌合壁部１１Ａと嵌合部１
６とを別体にした内蓋体１０を形成することも可能である。
【００２６】
　通過壁部１１Ｂは、嵌合壁部１１Ａの内側に間隔を開けて周設された部位で、この通過
壁部１１Ｂの内側に位置する密封栓１１の頂部に注出筒部１２を形成している（図６参照
）。したがって、二重容器Ｐ内の液体は、この通過壁部１１Ｂの内側から密封栓１１を通
過し注出筒部１２から注出されるものである（図５（イ）参照）。
【００２７】
　図示例では、通過壁部１１Ｂの内側に開閉弁体３０を上下動自在に配設している（図３
、４参照）。一方、通過壁部１１Ｂの開口した底部内周面に沿って密封リング１３を突設
している。この密封リング１３に開閉弁体３０が当接すると通過壁部１１Ｂの底部が密封
されるように構成している（図３参照）。
【００２８】
　更に、密封リング１３から開閉弁体３０が離れると開閉弁体３０の周囲から注出筒部１
２に液体が通過するものである（図４参照）。図示の密封栓１１は、通過壁部１１Ｂの内
周面に複数条の通過溝部１４が縦向きに凹設されている（図６参照）。液体は、この通過
溝部１４を通して密封栓１１を通過するものである。
【００２９】
　上蓋体２０は、内蓋体１０の上面に着脱自在に被着する部材で、注出筒部１２の開口部
を封止する封止部２１を備えている（図７参照）。図示の封止部２１は、注出筒部１２の
内部に嵌入するものである。したがって、注出筒部１２の内部に液体が残っている場合は
、この封止部２１を嵌入する際に周囲に飛び散ることになる。そのため、本発明では、後
述する開閉弁体３０を使用して注出筒部１２内の液体を内蓋体１０内に引き戻すように構
成している。
【００３０】
　図示の上蓋体２０は、ヒンジ２２を介して内蓋体１０と一体に設けている。この上蓋体
２０は、図示例に限らず上蓋体２０と別体に形成することも可能である。また、封止部２
１の構成も図示例に限られるものではなく、例えば、注出筒部１２の口部に外嵌するよう
に形成することも可能である。
【００３１】
　開閉弁体３０は、密封栓１１の開口した底部を開閉自在に密封し二重容器Ｐ内の液体の
酸化を防止する部材で、密封栓１１の内側に配設されている。図示の開閉弁体３０は、弾
性部材３１、逆止弁３２、支持軸３３を備えたものである（図２参照）。支持軸３３は、
密封栓１１の頂部下面に突設された支持腕部１５に上下スライド自在に懸吊される部位で
ある（図３参照）。図示の支持腕部１５は、側面に縦スリットが形成された略有頂筒状の
部材である（図６参照）。更に、この支持軸３３を中心として周囲に逆止弁３２が延長さ
れている。
【００３２】
　支持軸３３の周囲には、有底筒状の保持筒３４が形成されている（図３参照）。この保
持筒３４は、支持腕部１５の外周囲を囲んだ状態でスライドすることで、支持軸３３が上
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下に移動する際の傾きを防止し、一定の位置で上下移動するように構成したものである。
【００３３】
　逆止弁３２は、円板状を成し周囲縁が通過壁部１１Ｂの密封リング１３に開閉自在に当
接する部材である。この逆止弁３２と密封栓１１の頂部下面との間には、弾性部材３１が
配設されている（図２参照）。
【００３４】
　この弾性部材３１は、逆止弁３２を密封栓１１の底部方向に付勢する弾性材にて構成し
たものである。図示の弾性部材３１は、保持筒３４の上面から上方に向けて螺旋状に延長
される複数枚の板状を成している（図２参照）。更に、この弾性部材３１は、支持軸３３
の周囲に配置されており、各弾性部材３１が逆止弁３２を均一に押圧するように設けてい
る。
【００３５】
　本発明液漏れ防止キャップのから液体を注出する際は、二重容器Ｐから液体を押し出す
圧力で開閉弁体３０が上方に押圧されて密封リング１３から逆止弁３２が離れる（図４参
照）。そうすると、密封栓１１の流通壁部１１Ｂの底部が開口し、液体が密封栓１１を通
過して注出筒部１２から注出される（図５（イ）参照）。
【００３６】
　一方、液体を注出した後は、弾性部材３１の弾性力にて開閉弁体３０が下方に押圧され
て逆止弁３２が密封栓１１の内部から下方に移動し、密封リング１３に当接して流通壁部
１１Ｂの底部を密封し、二重容器Ｐ内の液体の酸化を防止する（図３参照）。このとき、
逆止弁３２の移動によって注出筒部１２内の液体を密封栓１１内に引き戻すように構成し
たものである（図５（ロ）参照）。
【００３７】
　尚、本発明の構成は図示例に限定されるものではなく、内蓋体１０や上蓋体２０、開閉
弁体３０等の各構成は、本発明の主旨を変更しない範囲で任意に変更することができる。
また、本発明液漏れ防止キャップを装着する容器も二重容器に限らず、他の容器に装着す
ることも可能である。
【符号の説明】
【００３８】
Ｐ　二重容器
Ｐ１　外容器
Ｐ２　内容器
Ｐ３　口部
１０　内蓋体
１１　密封栓
１１Ａ　嵌合壁部
１１Ｂ　通過壁部
１２　注出筒部
１３　密封リング
１４　通過溝部
１５　支持腕部
１６　嵌合部
２０　上蓋体
２１　封止部
２２　ヒンジ
３０　開閉弁体
３１　弾性部材
３２　逆止弁
３３　支持軸
３４　保持筒
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